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団体・機関アンケート結果の概要                  
 

１ 調査の趣旨 

「福津市こども計画」の策定の参考とするため、令和６年９～10 月に、子育て支援

に関わる 50 の団体・機関にアンケート調査を実施し、33 団体・機関（地域団体 12、子

育て支援団体 16、事業所５）から回答をいただきました。 

主な意見・要望は、以下のとおりです。 

 

１ 主な意見・要望 

 

（１）地域団体からの意見・要望 

①こどもの権利の尊重を 

◆福津市にこどもの権利条約の制定を求める。こどもたちが自分らしく生き生きと毎

日を幸せに過ごせるように、こどもも大人も「こどもの権利」について学び、市民み

んなで理解を深め、こどもの参加や意見が尊重され、「こどもの権利」が保障される、

こどもの視点に立った、こどもにやさしいまちをみんなでつくっていきたい。条例に

は、いじめや虐待、体罰などの権利侵害で悩み苦しんでいるこどもたちの権利救済制

度も必要。（同様意見３件） 

②郷づくり推進協議会への支援強化を 

◆郷づくり推進協議会の子育て部会が行う乳幼児親子の居場所（子育てサロンや子育

てひろば）事業への助成金をお願いします。（同様意見２件） 

◆子育てに関する研修、講演などをしていただきたい。 

③子ども会と自治会の連携強化を 

◆「子ども会と自治会の連携強化～子ども会での体験活動は大きな学びに繋がり、経験

したことが将来に活かされます。多感な時期にいろいろな年代の友達と触れ合うこ

とは心の成長に大切であるうえ、地域にとってもお互いの顔と名前を覚えることで

まち全体の安心感にもつながっていきます。子ども会の繁栄に向けて、支援していき

ます。～」といった施策内容を盛り込んでほしい。 

◆子ども会の存続のため、学校も含めて子ども会の入会の積極的な推進を望んでいま

す。現状では、個人情報の観点から、子ども会からの入会案内のための情報を制限し

ているように聞いています。 
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④公園の充実を 

◆公園のグラウンドにベビーカーを抱えずに入れるように整備して欲しいです。また、

子どもたちが安全に遊ぶことができるようグラウンド内の側溝に蓋を設置して欲し

いです。（公園整備に関する同様意見２件） 

⑤プレーパークへの支援強化を 

◆全国の先進的な自治体は、プレーパークの場所と運営費を提供し、市民が運営を自治

体との協働でになっている。現在、場所は市が提供しているので協働化と運営資金の

提供が必要。 

⑥その他の意見・要望 

◆「自治公民館」の維持費が高く、経営は困難を極めています。「自治公民館」を所有

している自治会への市の助成金の交付を切に願っています。 

◆郷づくり推進協議会事務局員給与の改選。基本給が低賃金なので、募集しても良い人

材が集まらない。 

 

（２）子育て関係団体からの意見・要望 

①こどもの権利の尊重を 

◆福津市のこどもたちが、どの子も、公平に大事にされ、大人の都合で扱いやすい子に

育てるのではなく、自分で考え行動できる大人になっていけるよう、周りの大人は寄

り添ってほしい。最善の利益を享受でき、それぞれの個性が尊重され、健やかな成長、

発達のために、行政、民間、ＮＰＯなど、大人が手を取り合って、こどもや子育て世

帯に寄り添っていけるような計画を望む。（同様意見５件） 

②団体のネットワークづくりへの支援を 

◆福津市には、子どもに携わる活動をしている団体が多くあるので、こうした団体に呼

びかけ、一堂に会する機会をつくってほしい。そこで、活動内容を共有し、連携して

助け合いもできる。 

◆現在の子育てサロン代表者会議や地域の子育てサロン巡回等の実施を今後も継続し

て欲しい。 

③地域の居場所づくりへの支援強化を 

◆学校はもう十分やっていると思うので、地域や保護者の協力が必要。地域の高齢者は

意識が高く、ボランティアを行っている人も多い。若い世代や学校の保護者に自分の

子どもが在学している間だけではなく、それをきっかけとして学校から離れても地

域の一員として活動していける場をつくれないものか。 
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◆学校などの教育機関も充実、魅力あるものに努力しつつ、もっと広い意味でこどもた

ちが学んでいける居場所、大人もこどもも対等でいられる居場所づくりについても

検討していただきたい。 

◆行政主導のもと、郷づくり協議会、地域住民が一体となって、子どもの居場所、子ど

も食堂を真ん中に置いた、地域コミュニティ構築を推進して欲しい。 

◆学校に行きづらい子どもたちの居場所として、フクスタの平日昼間の有効活用をお

願いしたい。保護者が同伴しないと利用できないと聞いている。保護者の同伴がなく

ても利用できるようにしてほしい。 

④公園の充実を 

◆子どもが放課後自分で行ける範囲に公園設置、ボール遊び、砂遊び、木登りなど頭と

身体をフル活用して遊べる環境を整える。 

◆わかたけ広場及び炊飯場を、11～２月の冬季も利用できるようにしてほしい。 

⑤団体活動への支援の拡充を 

◆それぞれの社会教育団体がコピー機を購入し、ランニングコストがかかっています。

共同で使用できるコピー機の導入をしていただきたい。 

◆中学校において実施している家庭科授業との連携は、教育の一環に携わっていると

いうことで、市の方でスタッフ費等を支援していただけると助かります。 

⑥その他の意見・要望 

◆公民連携、場所の提供。(地域の人材、場所を活かし繋ぎ合うことで、互いにメリッ

トにもなるのでは。) 

◆福津市のこどものデータベースを作成し、切れ目のない発達支援を行うことで、困り

ごとが減少すると考える。 

◆市子育て支援センターの予約制を早急に改善して欲しい。 

◆読書習慣がないこどもが多くなっていると感じる。読書は文章読解力、思考力、想像

力を養うとともに、学習理解の向上、しいては他人に対する理解力、良好な人間関係

の構築につながる。幼少期に読書習慣を身に着けるような施策を望む。 
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（３）民間の子育て関係事業所からの意見・要望 

①認可外保育施設への支援の拡充を 

◆個人で運営する届出保育園では、市や県からも特に補助がないので、少しでも何か対

策があるとうれしい。オモチャ、消毒など。 

◆認可外の保育施設に通園する子ども全員を無償化の対象にして頂きたい。 

◆認可外の保育施設に対しても、補助金を出して頂きたい。 

◆企業主導型保育施設である当事業所において３歳児以上の受入れ定員を拡充したい

が、現行制度では、企業主導型保育施設の定員増の拡充が認められていない。 

◆定員を上回った場合の受け入れを緩和してほしい。 

②民間の学童保育所への支援の拡充を 

◆民間の学童保育に対する助成金の拠出と申請にかかるサポートをしてほしい。 

◆民間学童の新規開設に対する支援を行ってほしい。不動産契約のサポート、必要備品

の購入補助等。 

③その他の意見・要望 

◆郷づくり協議会で長期休みの学童保育を運営する。 

◆保育士確保のための政策の拡充を。 

◆発達障害を含む子どものケア体制の強化を。 

 

 

 


